

















授業で手遊びを 2 曲取り入れることにした。できるときは、日本語の手遊びを 1 曲、英語を 1 曲取















定 3 点、否定： 2 点、強い否定： 1 点として応えさせた。併せて、感想を記述させた。学生と演じ




8 種類の手遊びについて、①～④の評価点をもとに、平均点の高い順に並べたのが表 3 である。また、
その値を積み上げると、図 1 のようになる。
面白い手遊びは得点順に「かなづちとんとん」、「ぞうさんとくものす」、「まるいたまご」である。
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表 1 に取り上げた手遊びをまとめた。日本語の手遊びは学生は聞きなれているので、1 週間に 1 曲
の割合、英語の手遊びは慣れるのにやや時間がかかるので 2 週間に 1 曲の割合で指導しようと考えた。
しかし、この指導を通して、日本語の手遊びでも学生が知らない曲が多いことがわかった。そこで、日本
語と英語の手遊びを 1 曲ずつの割合として、毎回それぞれより丁寧に指導することにした。今回、アンケー
トの対象とした 4 月 13日に指導した 101Five Little Monkeys Jumping on The Bed は、この日 2 回目
の練習後のアンケートであった。これ以後は、すべて 1回の授業ごとに日本語と英語各 1 曲ずつの指導
後のアンケートである。ただし、 6 月 29日と 7 月 13日は 2 つの曲とも日本語の手遊びである。
（ 1）手遊びの人気順に関して
3．（ 1）手遊びの人気順によると、人気が高い順に 3 曲並べると「むすんでひらいて」「かなづちと
んとん」「 5  Little Monkeys Jumping on The Bed」の順である。同（ 2）学生の感想を読むと、学生にとっ
て「むすんでひらいて」は幼児期によく口にした曲であり、さらに作曲者が幼児教育思想家として教え
るルソーという意外性がその人気を押すようである。
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